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保健教育と禁煙活動
―敷地内禁煙の課題からー
永石 喜代子・大野 泰子・寺田 圭吾・山本 あす美
Health education and nonsmoking activity
A report about nonsmoking problem in the school site
Kiyoko Nagaishi,Yasuko Ono,Keigo Terada and Asumi Yamamoto
Closing of smoking area, nonsmoking has been conducted from 4 years ago
in our college site. Our college has been promoted to stop smoking in college
site in order to keep student's health and nurture teachers for children’s lives
and health.
In spite of our expectations, smoking students didn't decrease and made new
problems in habitual bad manners around adjacent area.
Through questionnaire for not only students but also teachers, we carried out
the research for consciousness of nonsmoking, defined problem and study for
health education and nonsmoking activity in future.




組条約」が 2005 年２月 27 日に発効し、日本を含む世界の 150 か国以上が批准している。批
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平成 20 年 11 月 14～16 日に開催された、第 55 回日本学校保健学会では、学会長講演から
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平成 20 年 4 月（入学当初）本学学生 全学生に喫煙に関する質問紙調査を実施した。
対 象：本学 全学生 248 名
実施日：平成 20 年４月
結 果：有効回答 195 名（78.6％）
対 象
Ｑ1 今までに喫煙したことがあるか？
１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
23 4 2 2 2 7 6
21 1 3 7 5 3 2








年齢 全体 1年 2年
８才 1 0 1
12才 1 1 0
13才 4 2 2
14才 3 1 2
15才 5 3 2
16才 13 9 4
17才 5 1 4
18才 3 1 2
19才 1 1 0
22才 1 1 0
未記入 7 4 3
Ｑ２ 「現在喫煙している」と答えた人の１日の量
学内での本数 全体 1年 2年 全体 1年 2年
0本 5 3 2 2 1 1
１～２本 1 0 1 6 4 2
３本 5 3 2 7 5 2
４本 1 0 1 5 2 3
５本 4 3 1 1 0 1
８本 3 2 1 2 1 1
１０本 2 1 1








１年 ２年 計 (人)
生活学 29 17 46
こども学 48 34 82
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学生全体（ｎ＝195 ） １年生（ｎ＝103 ） ２年生（ｎ＝92 ）
喫煙者 23（11.8％） 13（12.6％） 10（10.9％）
過去喫煙歴ある者 21（10.1％） 11（10.7％) 10 (10.9％)
喫煙したことはない 151 (82.1％) 79（76.7％) 72 (70.0％)




１ 吸いたくなるから 21 人
２ 落ち着くから 17 人
３ 口が寂しい ９人
４ 大人が喫煙しているから 7 人
５ その他 2 人
６ 大人になった気分がするから １人
３．喫煙始めた年齢は、16 歳が一番多く、最年少は 8 歳であった。
(表３)喫煙開始年齢
年齢（才) 8 12 13 14 15 16 17 18 19 22 未記入




喫煙場所 トンネル付近 車の中 駐車場 トイレ
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人数（人） 61 56 39 33 12
６．喫煙者の禁煙の意思は、ぜひ禁煙したい（８人）の積極的な意思から、どちらかといえば













損失 お金 健康 美容 周囲の健康 環境破壊 その他









２－２ 平成 20 年 12 月実施 結果
平成 20 年４月実施と同じ学生達に 12 月に学生と教職員と同時に質問紙調査を実施した。
実施調査
対 象：本学全学生 248 名、教職員 43 名
実施日：平成 20 年 12 月
結 果：有効回答 学生 192 名（80.0％）、教職員 23 名（53.5％）
対 象 １年 ２年 計 (人)
生活学 28 14 42
食物栄養 22 36 58
こども学 47 45 92
－ 88 －
５．喫煙は薬物依存と知っている、少し知っている、聞いたことがある人がほとんどで、知ら
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１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 半年以内 1 0 0 0 2 0 3
2 １年位 0 0 0 0 0 1 1
3 2年位 0 0 0 0 0 0 0
4 3年位 0 0 0 0 1 2 3
5 4年位 0 0 1 0 3 0 4
6 5年位 0 0 0 1 1 4 6
7 6～10年 1 0 0 2 2 4 9





１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 禁煙するようにすすめる 8 0 5 3 6 4 26
2 相手によっては煙草をやめようと声をかける 10 4 3 12 10 11 50
3 やめてとは言わないが喫煙のマナー を教える 2 1 5 5 6 4 23
4 煙草をやめてとは言いづらい 2 1 2 3 20 0 28




１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 賛成 13 4 12 16 15 15 75
2 分煙 4 2 5 14 15 9 49
3 自由 5 1 2 5 7 8 28
4 その他 1 1 0 0 0 2 4




１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 はい 4 0 1 4 9 13 31
2 いいえ 24 12 21 32 38 32 159
過去に喫煙したことがあるかどうか？
１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 はい 7 0 4 8 17 24 60





１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 小学校 0 0 0 1 1 2 4
2 中学校 4 0 0 2 3 6 15
3 高校 0 0 1 0 3 4 8
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Ｑ１ 喫煙状況 Ｑ２ 喫煙を始めた時期
Ｑ３ 喫煙本数 Ｑ４ 敷地内禁煙
１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 ５本以上 1 0 0 1 2 1 5
2 ６～１０本 2 0 0 1 1 5 9
3 １０～１５本 0 0 0 0 2 3 5
4 １６～２０本 1 0 0 1 2 2 6
5 ２１～２５本 0 0 1 0 2 0 3
6 ２６～３０本 0 0 0 0 1 0 1
7 ３０本以上 0 0 0 0 0 1 1
合計
こども学食物栄養生活学
１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 興味本位 2 0 0 1 1 4 8
2 友達に勧められて 0 0 0 1 7 2 10
3 なにげなく 1 0 0 3 7 6 17
4 その他 1 0 1 0 1 1 4
合計
こども学食物栄養生活学
１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
1 禁煙したい 3 0 0 1 6 2 12
2 できれば禁煙したい 1 0 0 1 1 6 9
3 禁煙できない 0 0 0 1 0 1 2
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① 平成 20 年 12 月現在、学生の喫煙者 31 人で、1.17％であった。
② 学生の喫煙経験の長い者は、10 年以上と小学校から喫煙し始めた学生であった。しかし、
気になるのは、喫煙者の中に、半年以内に喫煙している学生が 3 人いた。1 年以内は 1 人
であった。この 4 人は短期大学に入学してから喫煙した可能性が強いのである。
③ 教職員の喫煙者は４人で 11 年以上と長年の喫煙者であった。
④ 喫煙の経歴がある者は、60 人で、現在喫煙者 31 人で、29 人が禁煙したことになる。
⑤ 喫煙者に禁煙を勇気を出して言えるのは 26 人（13.7％）であり、相手によって言えなかっ
たり、声はかけにくい状況であった。




⑦ 学生の喫煙者で禁煙の意思は 21 人であるが、禁煙できないが 2 人、禁煙するつもりはない
が、9 人と多かった。
















正解率 144 人 (75.8) 101 人 (56.8) 60 人 (31.6) 58 人 (30.5)
以上の結果から、質問紙調査を実施した 4 月から 12 月の 8 ヶ月間の変化をみる。
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平成 18 年：禁煙ポスター作成 禁煙についての話し合い
平成 19 年：大学祭にむけての禁煙パネル作成
平成 20 年：禁煙デーにむけての禁煙パネル作成と展示 禁煙クイズ
⑥ 学生委員会による巡回指導
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